
１
　
は
じ
め
に

「
銀
行
優
位
の
間
接
金
融
」
と
特
徴
付
け
ら
れ
て
き
た
わ
が
国
の
金
融
シ
ス
テ
ム
は
、
一
九
九
〇
年
代
末
の
「
金
融
危
機
」
を
経

て
大
き
く
変
化
し
つ
つ
あ
る
。
蝋
山
編
﹇
二
〇
〇
二
﹈
は
、
既
存
の
金
融
シ
ス
テ
ム
を
「
産
業
金
融
モ
デ
ル
」（
銀
行
中
心
の
預

金
・
貸
出
に
よ
る
資
金
仲
介
）、
こ
れ
に
対
し
て
新
た
な
金
融
シ
ス
テ
ム
を
「
市
場
金
融
モ
デ
ル
」（
価
格
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
機
能
す
る

市
場
を
通
じ
る
資
金
仲
介
）
と
名
づ
け
、「
将
来
的
に
は
産
業
金
融
モ
デ
ル
も
存
続
す
る
が
、
リ
ス
ク
を
発
見
し
、
管
理
し
、
配
分

す
る
た
め
に
は
、
市
場
金
融
モ
デ
ル
の
役
割
も
重
要
に
な
る
。
市
場
機
能
を
中
核
と
し
た
複
線
的
金
融
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
」
が
金

融
シ
ス
テ
ム
の
将
来
像
で
あ
る
（
一
ペ
ー
ジ
）、
と
し
て
い
る
。

こ
の
命
名
に
従
え
ば
、
一
九
九
〇
年
代
末
か
ら
顕
著
に
な
っ
た
金
融
シ
ス
テ
ム
の
諸
変
化
・
現
象
は
、
わ
が
国
金
融
シ
ス
テ
ム
が

「
産
業
金
融
モ
デ
ル
」
か
ら
「
市
場
金
融
モ
デ
ル
」
へ
転
換
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
、
と
い
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、

そ
の
程
度
は
ま
だ
小
さ
い
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
、（
１
）
転
換
の
兆
候
と
思
わ
れ
る
諸
現
象
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
、（
２
）
こ
の
転

換
の
背
後
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
推
し
進
め
て
い
る
背
景
・
要
因
を
整
理
し
、（
３
）
さ
ら
に
転
換
を
進
め
る
た
め
に
は
何
が
必
要
か
、

ま
た
市
場
金
融
モ
デ
ル
が
効
率
よ
く
機
能
す
る
た
め
の
諸
条
件
は
何
か
、
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

（1）

市
場
金
融
モ
デ
ル
は
定
着
す
る
か
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２
　
資
源
配
分
機
能
に
お
け
る
変
化

金
融
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
機
能
は
、
大
別
す
れ
ば
①
潜
在
的
な
貯
蓄
機
会
と
投
資
機
会
を
結
び
つ
け
て
で
き
る
だ
け
資
本
蓄
積
を

促
進
す
る
こ
と
（
貯
蓄
動
員
機
能
）、
②
そ
の
際
に
、
希
少
な
貯
蓄
資
源
が
リ
タ
ー
ン
の
高
さ
に
応
じ
て
産
業
・
企
業
に
配
分
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
経
済
全
体
の
生
産
性
、
効
率
性
を
高
め
る
こ
と
（
資
源
配
分
機
能
）、
の
二
点
に
ま
と
め
ら
れ
る
と
思
う
。
と
こ

ろ
で
、
経
済
成
長
率
の
鈍
化
と
と
も
に
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
機
能
の
重
要
性
は
、
前
者
よ
り
も
後
者
の
ほ
う
に
移
っ
て
き
て
い
る
の

だ
が
、
そ
の
後
者
（
資
源
配
分
機
能
）
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

（
１
）
ク
レ
ジ
ッ
ト
市
場

従
来
、
わ
が
国
金
融
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
資
源
配
分
機
能
は
、
主
と
し
て
銀
行
の
預
貸
業
務
を
通
じ
て
果
た
さ
れ
、
副
次
的
に
は

株
式
発
行
な
ど
の
エ
ク
ィ
テ
ィ
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
よ
っ
て
担
わ
れ
て
き
た
。
こ
の
預
貸
業
務
を
中
核
ル
ー
ト
と
す
る
資
金
配
分
に

お
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
変
化
が
見
ら
れ
る
。

〔
銀
行
融
資
に
お
け
る
資
源
配
分
機
能
の
劣
化
〕

第
一
は
、
銀
行
融
資
に
お
け
る
資
源
配
分
機
能
の
劣
化
で
あ
る
。

櫻
川
﹇
二
〇
〇
六
年
﹈
は
、
一
九
九
〇
年
代
を
通
じ
て
日
本
の
銀
行
は
収
益
性
の
高
い
製
造
業
へ
の
貸
出
（
シ
ェ
ア
）
を
減
ら
し
、

収
益
性
の
低
い
不
動
産
業
へ
の
貸
出
（
シ
ェ
ア
）
を
増
や
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
一
九
九
八
年
〜
二
〇
〇
四
年
に
は
不
良
債
権
処
理

で
不
動
産
業
・
建
設
業
向
け
融
資
残
高
シ
ェ
ア
を
減
少
さ
せ
た
が
、
製
造
業
向
け
融
資
残
高
シ
ェ
ア
も
依
然
と
し
て
低
下
傾
向
を
続

け
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
櫻
川
は
、
固
定
資
本
の
業
種
間
シ
ェ
ア
の
推
移
か
ら
、
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
不
動
産
・

建
設
業
の
シ
ェ
ア
は
ピ
ー
ク
（
二
〇
％
弱
）
か
ら
〇
四
年
に
は
一
七
％
弱
へ
低
下
、
製
造
業
は
逆
に
上
昇
傾
向
に
転
じ
て
い
る
こ
と

（2）



を
指
摘
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
実
体
経
済
面
で
は
二
〇
〇
〇
年
を
境
に
資
本
の
業
種
間
配
分
が
収
益
性
に
沿
っ
て
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
資
源
配
分
機
能
は
改
善
し
た
が
、
銀
行
貸
出
が
そ
う
し
た
資
本
の
再
配
分
を
後
押
し
し
た
と
は
い
い
が
た
い
、
と
結
論
づ

け
る
（
同
、
一
〇
八
ペ
ー
ジ
）。

〔
市
場
型
間
接
金
融
の
拡
大
〕

第
二
は
、
銀
行
融
資
の
中
で
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
が
増
え
、
ま
た
企
業
の
資
金
調
達
手
段
の
中
で
資
産
を
裏
づ
け
と
す
る

「
ア
セ
ッ
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
」（
資
産
の
流
動
化
・
証
券
化
）
が
増
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
は
複
数
の

金
融
機
関
が
同
一
の
契
約
書
に
よ
り
同
一
条
件
で
協
調
融
資
を
行
う
融
資
形
態
を
い
う
。
こ
の
融
資
形
態
で
は
主
幹
事
銀
行
が
債
務

者
情
報
を
シ
団
参
加
銀
行
に
公
開
し
て
金
利
等
の
融
資
条
件
を
決
定
す
る
の
で
、
リ
ス
ク
に
見
合
っ
た
融
資
条
件
の
定
着
を
促
す
効

果
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
同
一
条
件
の
た
め
事
後
の
ロ
ー
ン
売
却
が
可
能
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
通
常
融
資
と
異
な
り
、
社
債
に
類
似
し

た
特
徴
が
あ
る
。

他
方
、
ア
セ
ッ
ト
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
は
、
企
業
が
流
動
化
（
あ
る
い
は
証
券
化
）
し
よ
う
と
す
る
保
有
資
産
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ

ロ
ー
が
元
利
金
の
原
資
と
な
る
た
め
、
保
有
資
産
の
移
転
価
格
は
リ
ス
ク
・
プ
レ
ミ
ア
ム
を
織
り
込
ん
だ
割
引
率
で
評
価
し
た
キ
ャ

ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
現
在
価
値
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
と
流
動
化
・
証
券
化
は
、
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
に
基
づ
く
資
源
配
分
機
能
に
優
れ
て
お

り
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
働
き
や
す
い
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
市
場
型
間
接
金
融
と
も
呼
ば
れ
る
。
金
利
等
の
融
資

条
件
や
証
券
化
価
格
の
設
定
が
、
も
し
市
場
実
勢
よ
り
離
れ
て
い
れ
ば
売
買
の
際
に
キ
ャ
ピ
タ
ル
ロ
ス
と
な
っ
て
現
れ
る
た
め
、
市

場
機
能
は
ロ
ー
ン
売
却
や
証
券
化
商
品
の
売
買
が
盛
ん
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
高
ま
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

銀
行
融
資
形
態
の
変
化
（
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
な
ど
）、
資
産
の
証
券
化
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
流
動
化
（
ロ
ー
ン
売
却
、
証

（3）



券
化
商
品
の
売
買
な
ど
）
の
拡
大
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
信
用
リ
ス
ク
に
関
す
る
情
報
が
公
開
、
信
用
リ
ス
ク
が
不
特
定
多
数
の

第
三
者
に
も
評
価
さ
れ
、
そ
の
結
果
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
条
件
に
信
用
リ
ス
ク
・
プ
レ
ミ
ア
ム
が
上
乗
せ
さ
れ
る
可
能
性
が
出
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〔
信
用
リ
ス
ク
と
社
債
ス
プ
レ
ッ
ド
〕

第
三
は
、
信
用
リ
ス
ク
が
ス
プ
レ
ッ
ド
（
利
回
り
）
格
差
と
し
て
価
格
付
け
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

横
山
﹇
一
九
九
九
﹈
は
、
国
内
公
募
普
通
社
債
の
発
行
ス
プ
レ
ッ
ド
（
対
国
債
流
通
利
回
り
）
を
被
説
明
変
数
、
そ
れ
ら
の
格
付

け
を
説
明
変
数
と
す
る
回
帰
分
析
を
行
い
、
九
五
年
ご
ろ
か
ら
格
付
け
に
応
じ
て
発
行
ス
プ
レ
ッ
ド
に
格
差
が
つ
く
よ
う
に
な
り
、

九
七
年
以
降
、
そ
の
格
差
が
急
拡
大
し
て
い
る
こ
と
を
実
証
し
て
い
る
。

一
方
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
の
本
格
的
な
拡
大
は
九
九
年
ご
ろ
か
ら
始
ま
る
と
さ
れ
る
が
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
村
山
﹇
二

〇
〇
五
﹈
は
、
マ
イ
カ
ル
破
綻
（
〇
一
年
九
月
）
を
契
機
と
す
る
社
債
ス
プ
レ
ッ
ド
の
急
拡
大
に
よ
り
社
債
発
行
が
困
難
と
な
り
、

そ
の
代
替
手
段
と
し
て
拡
大
し
た
、
と
指
摘
す
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
・
ロ
ー
ン
は
二
〇
〇
〇
年
前
後
を
境
に
、

リ
ス
ク
・
プ
レ
ミ
ア
ム
形
成
の
上
で
社
債
市
場
と
裁
定
関
係
に
入
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
株
式
市
場
と
資
源
配
分

次
に
、
銀
行
融
資
に
次
ぐ
有
力
な
資
金
調
達
ル
ー
ト
で
あ
る
株
式
市
場
を
見
よ
う
。

株
式
発
行
に
よ
る
資
金
調
達
額
（
増
資
額
）
と
配
当
支
払
い
額
を
比
較
し
て
み
る
と
、
一
九
六
五
年
を
境
に
し
て
、
例
外
的
な
年
（
１
）

を
除
い
て
増
資
額
よ
り
も
配
当
支
払
い
の
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
株
式
市
場
も
一
九
六
五
年
以
降
、
貯
蓄
動
員
機
能
よ

り
も
、
配
当
（
２
）

と
し
て
投
資
家
に
還
元
さ
れ
た
資
金
を
リ
タ
ー
ン
（
す
な
わ
ち
株
価
）
の
高
さ
に
応
じ
て
産
業
界
に
再
配
分
す
る
と
い

（4）



う
資
源
配
分
機
能
が
中
心
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
新
興
企
業
向
け
株
式
市
場
の
創
設
〕

こ
の
よ
う
に
、
株
式
市
場
は
株
価
を
シ
グ
ナ
ル
と
す
る
資
源
配
分
機
能
が
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
が
新
興
産
業

向
け
に
利
用
さ
れ
始
め
た
の
は
二
〇
〇
〇
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ク
リ
ン
・
ア
レ
ン
﹇
一
九
九
三
﹈
は
、
継
続
的
な
技
術
進
歩
の
あ
る
産
業
、
未
知
の
技
術
を
抱
え
る
新
興
産
業
な
ど
企
業

経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て
共
通
の
認
識
が
形
成
さ
れ
に
く
い
産
業
に
対
す
る
資
源
配
分
は
、
企
業
経
営
へ
の
チ
ェ
ッ
ク
機
会
が
限
ら

れ
て
い
る
銀
行
融
資
よ
り
も
、
多
数
の
投
資
家
が
売
買
に
参
加
し
随
時
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
株
価
に
集
約
さ
れ
る
株
式
市
場
の
ほ
う
が
優
れ
て
い
る
、
と
い
う
。

こ
の
よ
う
な
新
興
産
業
に
属
す
る
企
業
の
上
場
で
は
、
既
存
産
業
（
生
産
技
術
が
既
知
な
産
業
）
の
場
合
と
は
異
な
る
上
場
基
準

に
な
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
新
し
い
上
場
基
準
を
備
え
た
マ
ザ
ー
ズ
、
大
証
ヘ
ラ
ク
レ
ス
（
旧
ナ
ス
ダ
ッ
ク
・
ジ
ャ
パ
ン
）
等
の
新

興
企
業
向
け
市
場
が
二
〇
〇
〇
年
前
後
に
相
次
い
で
発
足
、
店
頭
市
場
ジ
ャ
ス
ダ
ッ
ク
（
そ
の
後
、
証
券
取
引
所
に
改
組
）
も
上
場

基
準
を
改
定
し
、
以
来
、
年
々
、
多
数
の
新
興
企
業
の
上
場
に
貢
献
し
て
き
た
。
新
興
産
業
・
企
業
に
対
し
て
、
株
価
に
基
づ
く
資

源
配
分
機
能
を
提
供
す
る
市
場
の
創
設
・
拡
充
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
の
新
し
い
変
化
の
一
つ
で
あ
る
。

〔
Ｍ
＆
Ａ
の
拡
大
〕

株
価
に
も
と
づ
く
資
源
再
配
分
は
、
新
興
産
業
・
企
業
の
み
な
ら
ず
既
存
産
業
・
企
業
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｍ
＆
Ａ
の
拡
大
が
そ
れ
で
あ
る
。
一
九
九
九
年
以
降
、
Ｍ
＆
Ａ
の
金
額
が
急
増
し
て
い
る
。
企
業
合
併
が
単
に
量
的
に
拡
大
し
た
だ

け
で
は
な
く
、
質
的
な
変
化
も
出
て
い
る
。
従
来
の
わ
が
国
産
業
界
に
お
け
る
企
業
合
併
は
、
一
対
一
の
対
等
合
併
が
多
く
（
３
）、

株
価

に
基
づ
く
企
業
の
売
買
で
は
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
の
Ｍ
＆
Ａ
で
は
株
価
に
基
づ
い
て
合
併
比
率
が
決
定
さ
れ
、
資
産
（
事

（5）



業
部
門
、
営
業
権
等
）
買
収
で
は
資
産
が
生
み
出
す
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
と
資
本
コ
ス
ト
に
基
づ
き
資
産
の
売
却
価
格
が
決
定
さ
れ

る
。
ま
た
、
企
業
破
綻
に
際
し
て
も
破
綻
企
業
（
あ
る
い
は
破
綻
企
業
向
け
債
権
）
が
入
札
に
か
け
ら
れ
、
高
い
価
格
を
提
示
し
た

ス
ポ
ン
サ
ー
に
落
札
、
新
た
な
経
営
陣
の
下
で
企
業
再
生
を
図
る
動
き
も
出
て
い
る
。
こ
の
企
業
再
生
に
は
再
生
フ
ァ
ン
ド
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
経
営
力
も
含
め
て
企
業
価
値
が
市
場
で
評
価
さ
れ
、
そ
の
価
格
で
企
業
買
収
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
価

格
に
基
づ
い
て
経
済
的
資
源
の
各
企
業
へ
の
再
配
分
が
行
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
る
。

３
　
リ
ス
ク
管
理
手
段
提
供
に
お
け
る
変
化

以
上
の
よ
う
な
資
源
配
分
機
能
の
提
供
形
態
に
お
け
る
変
化
に
関
連
し
て
、
資
金
の
最
終
的
出
し
手
に
対
す
る
リ
ス
ク
管
理
手
段

の
提
供
に
お
い
て
も
次
の
よ
う
な
変
化
が
現
れ
て
い
る
。

銀
行
の
資
産
変
換
（
本
源
的
証
券
を
預
金
と
い
う
間
接
証
券
に
変
換
）
は
、
最
終
的
貸
し
手
に
対
す
る
リ
ス
ク
を
銀
行
自
身
が
業

種
別
・
企
業
別
分
散
等
に
よ
っ
て
管
理
し
、
最
終
的
貸
し
手
に
対
し
て
リ
ス
ク
回
避
を
可
能
に
さ
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
種
の
保

険
を
提
供
し
て
い
る
と
も
い
わ
れ
る
（
池
尾
﹇
一
九
八
六
﹈）。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
国
債
、
株
式
、
株
価
指
数
、

金
利
等
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
が
相
次
い
で
取
引
所
に
創
設
、
さ
ら
に
は
一
九
九
八
年
以
降
、
店
頭
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
が
解
禁
さ
れ
て
、

金
利
、
株
価
指
数
は
も
ち
ろ
ん
原
油
等
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
、
は
て
は
天
候
、
地
震
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ

も
取
引
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
量
的
に
み
て
も
、
家
計
金
融
資
産
に
占
め
る
預
貯
金
の
ウ
ェ
イ
ト
が
徐
々
に
低
下
、
こ
れ
に

代
わ
っ
て
、
株
式
、
国
債
、
投
資
信
託
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
（
図
１
）。

な
お
、
こ
の
間
の
家
計
金
融
資
産
の
残
高
純
増
六
八
兆
円
の
内
訳
を
見
る
と
（
表
１
）、
株
式
三
一
兆
円
、
投
信
二
六
兆
円
、
保

（6）



険
年
金
準
備
金
二
二
兆
円
と
な
り
、
流
動
性
・
定

期
性
預
金
の
合
計
額
は
ほ
ぼ
横
ば
い
と
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
こ
れ
を
資
金
純
増
分
と
評
価
損
益
に

わ
け
、
資
金
純
増
額
だ
け
を
見
る
と
、
保
険
・
年

金
準
備
金
三
五
兆
円
、
投
信
二
〇
兆
円
と
な
る
。

保
険
年
金
準
備
金
の
純
増
額
の
多
く
は
変
額
年
金

と
目
さ
れ
る
が
（
４
）、

変
額
年
金
の
運
用
対
象
の
多
く

は
私
募
投
信
で
あ
る
の
で
、
こ
の
間
の
家
計
金
融

資
産
増
加
に
お
け
る
投
信
の
増
加
シ
ェ
ア
は
か
な

り
大
き
い
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

投
信
は
、
現
物
の
み
な
ら
ず
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
も

利
用
し
保
険
機
能
の
付
加
も
可
能
な
金
融
商
品
で

あ
り
、
多
種
多
様
な
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
特
性
を

も
っ
た
商
品
組
成
が
可
能
で
あ
る
。
し
か
も
、
投

信
の
運
用
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
は
「
基
準
価
格
」
と

し
て
外
部
に
公
開
さ
れ
情
報
透
明
性
が
高
い
の
で

あ
る
。

資
源
配
分
機
能
と
保
険
提
供
機
能
が
内
部
で
結

（7）

2000年末
総額1427兆円

流動性預金, 9.0%

定期性預金, 
41.5%

株式, 5.3%
出資金, 3.9%

投信, 2.4%
国債, 0.6%

株式・出資金・投信・国債
除く証券, 3.4%

保険・年金, 
26.3%

その他, 5.0%
流動性預金, 
14.8%

定期性預金, 
33.4%

その他現預金, 3.1%
株式, 7.1%

出資金, 3.5%
投信, 4.0%

国債, 2.0%

株式・出資金・投信・国債
除く証券, 0.8%

保険・年金, 
26.6%

その他, 4.6%

その他現預金, 2.8%

2006年９月末
総額1495兆円

図１　家計金融資産の構成（2000年末、2006年９月末）

（出所）日本銀行資金循環勘定より作成

表１　家計金融資産の残高増減（2001年～2006年９月末）
（億円）

うち評価損益 328,104

総　額

うち資金純増減 353,769 －62,395
376,646

流動性預金 定期性預金 外貨預金 株　　式
残高純増減 681,873 926,428 －916,630 6,999 259,679 314,251 221,446

202,445 347,303
57,234 －125,857

（出所）図１に同じ。評価損益は「調整勘定」より作成

投資信託 保険・年金準備金



合
し
て
い
た
銀
行
の
預
貸
金
取
引
の
ウ
ェ
イ
ト
が
低
下
す
る
反
面
、
資
金
移
転
と
リ
ス
ク
移
転
が
切
り
離
さ
れ
現
物
取
引
と
派
生
取

引
と
し
て
並
行
的
に
発
展
し
て
い
く
よ
う
に
な
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
一
旦
分
離
さ
れ
た
保
険
機
能
と
資
源
配
分
機
能
を
、
家
計
の

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
再
結
合
さ
せ
て
種
々
の
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
を
家
計
に
提
供
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

た
だ
し
、
家
計
金
融
資
産
に
占
め
る
預
貯
金
の
絶
対
的
シ
ェ
ア
は
な
お
極
め
て
高
い
。
リ
ス
ク
管
理
（
保
険
）
機
能
提
供
に
お
け

る
前
記
の
よ
う
な
変
化
の
程
度
は
小
さ
く
、
か
つ
緩
慢
で
あ
る
。

４
　
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
に
お
け
る
変
化

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
金
融
シ
ス
テ
ム
の
も
つ
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
に
も
顕
著
な
変
化
が
生
じ
た
。
こ
こ
で
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の

も
つ
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
の
定
義
を
明
確
に
し
て
お
こ
う
。
金
融
シ
ス
テ
ム
の
持
つ
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
と
は
、
融
資
で
あ
れ
出
資
で
あ

れ
、
資
金
の
出
し
手
が
所
期
の
リ
タ
ー
ン
を
獲
得
で
き
な
か
っ
た
時
に
、
資
金
の
提
供
先
で
あ
る
企
業
の
経
営
に
介
入
し
て
リ
タ
ー

ン
の
回
復
を
図
る
機
能
で
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
持
つ
基
本
的
機
能
（
リ
タ
ー
ン
に
応
じ
た
資
源
配
分
）
が
期

待
は
ず
れ
に
終
わ
っ
た
時
に
、
そ
れ
を
回
復
さ
せ
る
機
能
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

ア
メ
リ
カ
で
は
、
所
期
の
リ
タ
ー
ン
が
見
込
め
な
い
と
投
資
家
は
保
有
株
を
売
る
（
ウ
ォ
ー
ル
ス
ト
リ
ー
ト
ル
ー
ル
）。
そ
の
結

果
、
株
価
が
下
落
し
買
占
め
コ
ス
ト
が
低
下
す
る
の
で
Ｔ
Ｏ
Ｂ
（
す
な
わ
ち
支
配
権
の
移
動
）
が
容
易
と
な
る
。
そ
の
こ
と
自
体
が

経
営
者
に
脅
威
と
な
り
、
経
営
に
規
律
を
与
え
る
効
果
が
あ
る
、
と
い
わ
れ
る
（
５
）。

こ
れ
に
対
し
、「
銀
行
優
位
の
間
接
金
融
」
時
代
の

わ
が
国
で
は
、
株
式
の
持
ち
合
い
に
よ
っ
て
Ｔ
Ｏ
Ｂ
は
起
こ
り
に
く
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
に
代
わ
っ
て
メ
イ
ン
バ
ン
ク
に
よ
る

一
種
の
「
状
態
依
存
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
が
働
い
て
い
る
、
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
平
時
に
お
い
て
は
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
（
従
業
員
及
び

従
業
員
出
身
の
内
部
経
営
者
）
が
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
握
る
が
、
経
営
が
悪
化
し
債
務
不
履
行
状
態
に
陥
る
と
、
最
大
の
債
権
者
で
あ
る

（8）



メ
イ
ン
バ
ン
ク
が
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
握
っ
て
経
営
に
介
入
し
、
破
産
整
理
ま
た
は
企
業
再
生
に
の
り
だ
す
。
そ
の
こ
と
自
体
が
経

営
者
に
規
律
を
与
え
る
と
い
わ
れ
た
（
青
木
﹇
一
九
九
六
﹈
）。

し
か
し
、
一
九
九
〇
年
代
末
以
降
、
経
営
破
綻
企
業
が
メ
イ
ン
バ
ン
ク
の
手
を
離
れ
て
入
札
制
に
掛
け
ら
れ
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て

き
た
。
す
な
わ
ち
、
企
業
再
生
に
自
信
の
あ
る
第
三
者
は
、
よ
り
高
い
値
段
を
つ
け
て
債
権
者
等
か
ら
破
綻
企
業
を
競
り
落
と
す
と

い
う
ケ
ー
ス
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
と
い
わ
れ
る
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
平
行
し
て
、
二
〇

〇
四
年
ご
ろ
か
ら
わ
が
国
で
も
敵
対
的
Ｔ
Ｏ
Ｂ
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
融
資
で
あ
れ
、
出
資
で
あ
れ
、
初
期
の

リ
タ
ー
ン
が
得
ら
れ
な
い
時
に
は
、
自
ら
介
入
し
て
得
ら
れ
る
リ
タ
ー
ン
と
、
市
場
売
却
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
リ
タ
ー
ン
と
比
較
し

て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
売
買
す
る
と
い
う
状
況
が
現
出
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
の
市
場
化
が
始
ま
り
つ
つ
あ

る
と
い
え
よ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
も
ま
だ
規
模
的
に
は
小
さ
い
し
、
再
生
フ
ァ
ン
ド
に
つ
い
て
も
融
資
元
で
あ
る
メ
イ
ン
バ
ン
ク

が
出
資
者
と
な
っ
て
自
己
落
札
を
行
う
ケ
ー
ス
も
多
い
と
も
言
わ
れ
る
（
６
）。

５
　
金
融
シ
ス
テ
ム
転
換
の
背
景

以
上
の
よ
う
に
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
持
つ
資
源
配
分
機
能
お
よ
び
そ
れ
と
密
接
に
関
連
し
あ
っ
て
い
る
リ
ス
ク
管
理
機
能
や
ガ
バ

ナ
ン
ス
機
能
の
提
供
形
態
に
お
い
て
顕
著
な
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
も
っ
と
も
、
い
ず
れ
の
変
化
も
規
模
的
に
は
ま
だ
小
さ
い
。
次

に
、
こ
れ
ら
の
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
要
因
・
背
景
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。

第
一
に
、
産
業
金
融
モ
デ
ル
が
行
き
詰
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
最
大
の
要
因
は
、
①
メ
イ
ン
バ
ン
ク
慣
行
の
放
棄
と
、

②
株
価
の
修
正
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
株
式
持
合
い
の
中
核
と
な
り
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
し
て
救
済
融
資
や
デ
フ
ォ
ル
ト
社
債
を
買

い
取
り
、
他
行
融
資
の
肩
代
わ
り
な
ど
主
取
引
先
企
業
の
リ
ス
ク
を
囲
い
込
ん
で
き
た
銀
行
が
、
経
営
危
機
に
直
面
し
て
、
取
引
先

（9）



企
業
の
リ
ス
ク
を
市
場
へ
吐
き
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
こ
と
、
こ
れ
が
最
大
の
要
因
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
、
証
券
市
場
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
な
ら
び
に
そ
れ
と
と
も
に
進
め
ら
れ
て
き
た
市
場
の
多
様
化
等
の
制
度
改
革
を
通
じ
て
情
報
効
率
性
を
高
め
た
株
式
市

場
が
九
〇
年
代
を
通
じ
て
株
価
下
落
の
形
で
株
価
形
成
を
正
常
化
さ
せ
た
こ
と
が
副
次
的
な
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

〔
銀
行
危
機
と
メ
イ
ン
バ
ン
ク
慣
行
の
放
棄
〕

一
九
九
七
年
〜
九
八
年
の
銀
行
危
機
に
直
面
す
る
以
前
、
銀
行
は
メ
イ
ン
先
企
業
の
経
営
悪
化
に
対
し
て
は
救
済
融
資
で
支
え
、

破
綻
に
陥
っ
た
場
合
に
は
デ
フ
ォ
ル
ト
社
債
を
額
面
で
一
括
買
取
り
、
他
行
融
資
の
肩
代
わ
り
を
行
っ
て
き
た
。
こ
う
し
た
デ
フ
ォ

ル
ト
社
債
の
買
取
、
他
行
融
資
の
肩
代
わ
り
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
は
デ
フ
ォ
ル
ト
社
債
や
ロ
ー
ン
が
市
場
に
出
回
る
は
ず
が
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
、
破
綻
企
業
の
再
生
あ
る
い
は
企
業
整
理
は
メ
イ
ン
バ
ン
ク
主
導
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、

ス
ポ
ン
サ
ー
決
定
が
市
場
入
札
に
掛
け
ら
れ
る
こ
と
も
無
か
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
不
良
債
権
の
累
積
や
株
価
下
落
に
よ
る
銀
行
の
財
務
体
力
低
下
さ
ら
に
は
銀
行
自
身
の
経
営
破
綻
（
長
銀
、
日
債
銀

な
ど
）
に
直
面
し
て
、
前
記
の
よ
う
な
慣
行
を
続
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
松
尾
﹇
一
九
九
九
﹈
に
よ
れ
ば
、
受

託
会
社
の
設
置
さ
れ
た
国
内
社
債
で
デ
フ
ォ
ル
ト
社
債
が
買
取
り
処
理
さ
れ
な
か
っ
た
事
例
は
、
一
九
九
三
年
破
綻
の
村
本
建
設

（
私
募
債
）
が
最
初
と
さ
れ
、
九
七
年
に
は
京
樽
（
私
募
債
）、
ヤ
オ
ハ
ン
（
公
募
債
）
と
続
く
。
ま
た
ロ
ー
ン
売
却
は
一
九
九
七
年

〜
九
八
年
に
飛
躍
的
に
高
ま
り
九
八
年
三
月
期
に
ピ
ー
ク
（
市
場
全
体
で
一
二
兆
円
の
売
却
）
に
達
し
た
と
さ
れ
る
（
７
）。

ま
た
証
券

化
・
流
動
化
の
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
た
指
名
債
権
譲
渡
に
か
か
る
債
務
者
通
知
等
の
事
務
簡
略
化
の
た
め
の
法
的
手
当
て
（
Ｓ
Ｐ
Ｃ

法
な
ど
）
は
、
九
五
年
の
住
専
七
社
の
破
綻
に
際
し
て
の
膨
大
な
事
務
処
理
が
契
機
と
な
っ
た
。
住
専
処
理
機
構
が
住
専
の
保
有
す

る
住
宅
ロ
ー
ン
の
譲
受
に
際
し
て
約
二
〇
万
通
も
の
譲
受
通
知
（
内
容
証
明
）
発
送
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
住
専
破
綻
と
そ
の
破
綻
処
理
は
、
住
専
の
母
体
行
で
あ
る
大
手
銀
行
が
、
メ
イ
ン
バ
ン
ク
と
し
て
の
救
済
責
任
を
果
た
し
え

（10）



な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
、
と
さ
れ
る
。

こ
の
結
果
、
デ
フ
ォ
ル
ト
社
債
や
ロ
ー
ン
さ
ら
に
は
破
綻
企

業
ま
で
も
が
市
場
に
出
回
り
、
社
債
や
ロ
ー
ン
の
も
つ
信
用
リ

ス
ク
が
投
資
家
に
よ
っ
て
意
識
さ
れ
、
破
綻
企
業
と
も
ど
も
プ

ラ
イ
シ
ン
グ
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

〔
株
価
水
準
の
正
常
化
〕

こ
れ
に
加
え
、
株
価
の
下
落
と
そ
の
正
常
化
が
加
わ
る
。
株

式
投
資
収
益
率
を
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
・
リ
タ
ー
ン
と
評
価
リ

タ
ー
ン
に
分
解
す
る
と
、
一
九
八
九
年
ま
で
の
わ
が
国
株
式
市

場
に
お
け
る
右
肩
上
が
り
の
株
価
上
昇
は
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ

ル
・
リ
タ
ー
ン
に
よ
る
と
い
う
よ
り
は
評
価
リ
タ
ー
ン
に
よ
る

部
分
が
大
き
い
（
表
２
）。

も
し
株
式
市
場
の
情
報
効
率
性
が
高
ま
れ
ば
、
評
価
リ
タ
ー

ン
は
い
ず
れ
消
失
し
て
、
株
式
リ
タ
ー
ン
は
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ

ル
・
リ
タ
ー
ン
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
事
実
、

こ
の
水
準
訂
正
が
九
〇
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
ま
で
続
き
、
以
降
、

よ
う
や
く
株
価
水
準
は
正
常
化
し
た
。
七
〇
年
か
ら
約
二
〇
年

間
継
続
的
に
Ｐ
Ｅ
Ｒ
が
上
昇
し
続
け
た
こ
と
、
逆
に
九
〇
年
以

（11）

表２　株式市場のリターン分解
（％）

平　　均 2.3

［アメリカ］

1990~1999 0.5 －
11.5

期　間
配当利回
り

利益成長率
ファンダメンタ
ル・リターン

評価リターン
実現総リター
ン

－3.0 －2.5 －4.2
－2.9 －0.6 11.2

（出所）高橋文郎［2004］
（注）ファンダメンタル・リターン＝配当利回り＋利益成長率。評価リターン＝PERの変化率。株式

リターンは（配当利回り＋値上がり益）であるが、値上がり益はほぼ（利益成長率＋PERの変
化率）に等しいため、（配当利回り＋利益成長率）＋（PERの変化率）に分解できる。

1927~1936 5.1 －1.9 3.2 4.5 7.8
1937~1939 4.5 －5.7 －1.2 0.4 －0.1
1940~1949 5.0 9.9 14.9 －6.3 9.2
1950~1959 6.8 3.9 10.7 9.4 19.4 
1960~1969 3.1 5.5 8.6 －1.0 7.8
1970~1979 3.4 9.9 13.3 －7.6 5.9
1980~1989 5.2 4.4 9.6 7.8 17.9
1990~1997 3.1 7.3 10.4 5.7 16.6
平　　均 4.5 4.2 8.7 1.6 10.5

［日本］
1971~1979 4.6 0.4 5.0 12.0 16.3
1980~1989 1.8 5.3 7.1 11.0 21.6



降
Ｐ
Ｅ
Ｒ
が
下
落
し
二
〇
〇
三
年
に
よ
う
や
く
欧
米
水
準
と
同
様
の
二
〇
倍
前
後
に
落
ち
着
い
た
理
由
は
何
だ
ろ
う
か
？

お
そ
ら
く
そ
の
理
由
は
、
八
〇
年
代
後
半
ま
で
わ
が
国
株
式
市
場
が
現
物
市
場
の
み
か
ら
成
り
立
っ
て
い
た
が
、
株
価
指
数
先

物
・
オ
プ
シ
ョ
ン
な
ど
の
裁
定
可
能
な
代
替
市
場
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
で
、「
情
報
効
率
性
」
が
高
ま
っ
た
か
ら
だ
、
と
筆
者
は
考

え
る
。
す
な
わ
ち
現
物
市
場
だ
け
の
時
代
に
は
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
株
価
の
底
上
げ
と
株
価
維
持
が
可
能
で
あ
り
、
法
人
間
の
持

ち
合
い
を
通
じ
て
株
価
を
継
続
的
に
吊
り
上
げ
、
維
持
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
の
創
設
で
そ
れ
が

不
可
能
に
な
っ
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。

と
も
あ
れ
、
株
価
が
下
落
し
た
こ
と
で
、
法
人
持
株
に
多
額
の
評
価
損
が
発
生
し
た
こ
と
、
時
価
会
計
の
導
入
で
評
価
損
が
会
計

上
の
利
益
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
法
人
間
の
株
式
持
合
を
解
消
の
方
向
に
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
と
り
わ

け
、
株
価
下
落
は
株
式
持
合
い
の
中
核
で
あ
っ
た
銀
行
の
財
務
体
力
を
さ
ら
に
一
層
弱
め
、
銀
行
危
機
が
発
生
し
た
九
八
年
を
境
に

急
速
に
銀
行
は
保
有
株
の
圧
縮
を
図
っ
て
い
っ
た
（
８
）。

以
上
の
結
果
、
浮
動
株
比
率
は
上
昇
し
、
わ
が
国
に
も
Ｔ
Ｏ
Ｂ
が
成
立
す
る
条
件
が
整
う
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
同
時
に
こ

の
こ
と
は
、
企
業
経
営
者
に
「
資
本
コ
ス
ト
」
を
意
識
さ
せ
、「
選
択
と
集
中
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
産
業
再
編
成
を
進
行
さ
せ

る
こ
と
と
な
っ
た
。
九
〇
年
代
末
か
ら
、
銀
行
・
証
券
界
の
統
合
、
鉄
鋼
、
非
鉄
金
属
、
半
導
体
産
業
等
、
広
範
囲
な
産
業
再
編
が

起
こ
り
、
こ
れ
を
反
映
し
て
Ｍ
＆
Ａ
件
数
・
金
額
は
急
増
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

６
　
市
場
金
融
モ
デ
ル
定
着
へ
の
条
件

こ
の
よ
う
に
銀
行
危
機
と
株
価
下
落
は
、
従
来
の
産
業
金
融
モ
デ
ル
の
行
き
詰
ま
り
を
も
た
ら
し
、
市
場
金
融
モ
デ
ル
の
萌
芽
を

生
ん
だ
の
だ
が
、
そ
れ
が
さ
ら
に
前
進
し
、
市
場
金
融
モ
デ
ル
が
定
着
す
る
か
ど
う
か
、
は
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
最
後

（12）



に
、
市
場
金
融
モ
デ
ル
が
定
着
す
る
条
件
を
理
論
的
に
整
理
す
る
こ
と
で
本
稿
を
終
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。

ま
ず
、
こ
れ
ら
の
変
化
を
も
た
ら
し
た
最
大
の
要
因
が
銀
行
危
機
と
株
価
の
修
正
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
が
一
段
落
し
た
と

き
に
、
産
業
金
融
モ
デ
ル
に
逆
行
す
る
と
ま
で
も
言
え
な
い
に
せ
よ
、
市
場
金
融
モ
デ
ル
へ
の
進
展
が
頓
挫
す
る
可
能
性
は
あ
り
う

る
。
実
際
、
銀
行
危
機
が
去
り
メ
ガ
バ
ン
ク
が
財
務
体
力
を
取
り
戻
し
た
二
〇
〇
五
年
以
降
、
ロ
ー
ン
売
却
は
急
減
に
向
か
っ
て
い

る
（
９
）。

マ
ー
ケ
ッ
ト
に
ロ
ー
ン
が
出
て
こ
な
け
れ
ば
、
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
は
出
来
な
い
し
、
ま
た
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
行
っ
て
も
信
頼
性
に

か
け
る
。
ま
た
社
債
ス
プ
レ
ッ
ド
は
裁
定
関
係
に
あ
る
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
の
ス
プ
レ
ッ
ド
と
比
較
し
て
低
い
水
準
に
あ

る
と
の
実
証
分
析
が
あ
る
（
内
山
・
濱
田
﹇
二
〇
〇
六
﹈、
ボ
ー
ン
他
﹇
二
〇
〇
六
﹈）
が
、
そ
れ
は
、
競
合
関
係
に
あ
る
銀
行
融
資

が
融
資
先
を
巡
っ
て
過
当
競
争
を
繰
り
返
し
金
利
を
低
く
し
す
ぎ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
敵
対
的
Ｔ
Ｏ
Ｂ
が
現
れ
始
め
た
二
〇

〇
五
年
以
降
、
鉄
鋼
業
を
中
心
に
防
衛
策
の
一
環
と
し
て
株
式
持
ち
合
い
が
復
活
し
始
め
て
い
る
（
も
っ
と
も
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場

の
大
き
さ
や
、
外
人
の
持
株
比
率
・
売
買
比
率
の
大
き
さ
か
ら
見
て
、
株
価
は
株
式
持
合
い
の
復
活
に
よ
っ
て
底
上
げ
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
で
あ
ろ
う
）。

し
た
が
っ
て
、
銀
行
行
動
の
あ
り
方
が
こ
の
問
題
の
帰
趨
を
お
お
き
く
左
右
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
過
去
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
日
本

の
銀
行
行
動
を
検
討
し
な
お
し
、
九
〇
年
代
を
境
に
し
て
銀
行
行
動
の
何
が
変
わ
っ
て
何
が
変
わ
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
の
背
景
要

因
は
何
か
、
と
い
っ
た
点
に
つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
別
の
機
会
に
検
討
し
た
い
（
10
）。

最
後
に
、
市
場
金
融
モ
デ
ル
が
十
分
に
機
能
す
る
条
件
を
理
論
的
に
整
理
し
て
み
よ
う
。

そ
れ
は
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
①
情
報
収
集
能
力
と
正
確
な
解
析
能
力
の
あ
る
投
資
家
（
機
関
投
資
家
）
が
投

資
対
象
で
あ
る
企
業
を
適
切
に
取
捨
・
選
別
し
て
リ
ス
ク
調
整
後
リ
タ
ー
ン
の
最
も
高
い
企
業
へ
資
金
を
配
分
で
き
て
い
る
こ
と

（
効
率
的
な
資
産
選
択
が
で
き
て
い
る
こ
と
）、
②
リ
タ
ー
ン
の
計
算
基
礎
と
な
る
価
格
、
た
と
え
ば
融
資
金
利
、
株
価
、
企
業
価
値

（13）



が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
稼
得
能
力
、
信
用
リ
ス
ク
、
企
業
の
経
営
力
な
ど
に
関
す
る
情
報
を
正
確
に
織
り
込
ん
で
い
る
こ
と
（
情
報

効
率
性
が
高
い
こ
と
）、
③
融
資
金
利
や
株
価
を
資
金
提
供
者
か
ら
の
シ
グ
ナ
ル
と
受
け
止
め
「
資
本
コ
ス
ト
」
を
基
準
と
す
る
財

務
政
策
（
投
資
・
資
本
・
配
当
政
策
）
を
遂
行
す
る
企
業
行
動
を
経
営
者
が
取
っ
て
い
る
こ
と
、
④
も
し
経
営
者
が
そ
う
し
た
企
業

行
動
を
と
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
を
是
正
さ
せ
る
規
律
が
働
い
て
い
る
こ
と
（
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）、
の
四
点

で
あ
る
（
11
）。

第
一
に
、
金
融
シ
ス
テ
ム
の
基
本
的
機
能
で
あ
る
「
資
源
配
分
」
機
能
を
司
る
の
は
、
い
ま
や
銀
行
で
は
な
く
「
機
関
投
資
家
」

で
あ
る
。
そ
う
だ
と
す
る
と
、
機
関
投
資
家
が
前
記
の
方
向
に
沿
っ
て
資
産
選
択
を
行
い
、
期
待
は
ず
れ
の
企
業
に
は
ガ
バ
ナ
ン
ス

を
行
使
し
て
是
正
を
促
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
投
資
信
託
の
場
合
に
は
、
結
果
が
「
基
準
価
格
」
と
し
て
現
れ
、
比
較
的
問
題
が

少
な
い
が
、
年
金
基
金
の
場
合
に
は
、
機
関
投
資
家
自
体
の
受
託
者
責
任
と
そ
の
履
行
の
担
保
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
機
関
投

資
家
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
」
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
。

第
二
に
、
情
報
効
率
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
企
業
サ
イ
ド
で
は
情
報
開
示
の
徹
底
と
会
計
監
査
の
適
正
さ
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
と
同
時
に
、
投
資
家
サ
イ
ド
で
は
企
業
情
報
を
株
価
に
適
切
に
反
映
さ
せ
る
た
め
ア
ナ
リ
ス
ト
等
の
情
報
生
産
機
能
も
適
切
に

働
く
必
要
が
あ
る
。
前
者
に
つ
い
て
は
、
度
重
な
る
粉
飾
事
件
が
重
な
り
、
会
計
情
報
の
適
正
さ
を
担
保
す
る
た
め
「
内
部
統
制
」

が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
わ
が
国
で
は
二
〇
〇
八
年
度
予
定
）。
他
方
、
後
者
に
つ
い
て
は
、
情
報
生
産
コ
ス
ト
（
ア
ナ
リ

ス
ト
の
報
酬
）
を
ど
の
よ
う
に
支
弁
す
る
か
、
に
つ
い
て
の
議
論
が
起
こ
っ
て
い
る
。
ア
ナ
リ
ス
ト
の
報
酬
が
投
資
銀
行
部
門
に
よ

っ
て
賄
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
ア
ナ
リ
ス
ト
の
調
査
レ
ポ
ー
ト
に
バ
イ
ア
ス
を
も
た
ら
す
（
証
券
会
社
に
お
け
る
利
益
相
反
）
と
い

う
問
題
を
明
る
み
に
さ
せ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
マ
イ
ク
ロ
ス
ト
ラ
ク
チ
ュ
ア
ー
の
側
面
か
ら
は
、
流
動
性
が
高

く
、
情
報
効
率
性
に
優
れ
て
、
決
済
リ
ス
ク
の
低
い
証
券
取
引
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
構
築
す
る
か
、
と
い
う
問
題
が
提
起
さ
れ

（14）



て
い
る
。

第
三
は
、
企
業
経
営
者
に
対
す
る
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
あ
り
、
買
収
防
衛
策
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
敵

対
的
Ｔ
Ｏ
Ｂ
が
経
営
者
に
対
す
る
市
場
規
律
を
も
た
ら
す
と
い
う
こ
と
と
、
敵
対
的
Ｔ
Ｏ
Ｂ
が
実
行
さ
れ
て
企
業
経
営
が
効
率
的
に

な
る
と
い
う
こ
と
と
は
別
の
問
題
で
あ
る
。
後
者
に
つ
い
て
は
ト
ラ
ン
ス
フ
ァ
ー
理
論
、
す
な
わ
ち
Ｔ
Ｏ
Ｂ
の
実
行
者
に
は
利
益
を

も
た
ら
す
が
、
そ
の
源
泉
の
一
部
は
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
（
従
業
員
な
ど
）
と
の
暗
黙
の
契
約
破
棄
に
よ
り
彼
ら
の
利
益
を
掠
め
取

っ
て
い
る
に
過
ぎ
ず
、
企
業
経
営
の
効
率
化
の
結
果
で
は
な
い
、
と
い
う
仮
説
が
あ
る
（Shleifer,A

.,Sum
m

ers,L.,

﹇
一
九
八
八
﹈）。

こ
の
仮
説
が
正
し
け
れ
ば
、
Ｔ
Ｏ
Ｂ
防
衛
策
に
は
根
拠
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
事
実
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
八
〇
年
代
後
半
、
州
会

社
法
改
正
に
よ
り
ポ
イ
ズ
ン
ピ
ル
と
呼
ば
れ
る
Ｔ
Ｏ
Ｂ
防
衛
策
が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
わ
が
国
は
株
式
持

合
い
に
よ
っ
て
市
場
規
律
を
遮
断
し
て
き
た
歴
史
が
あ
る
。
市
場
規
律
を
減
じ
る
こ
と
な
く
Ｔ
Ｏ
Ｂ
防
衛
策
の
あ
り
方
を
探
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
し
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
を
補
強
す
る
上
で
機
関
投
資
家
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
の
あ
り
方
も
議
論
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）

過
剰
流
動
性
期
の
一
九
七
二
年
、
第
一
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
七
五
年
、
第
二
次
石
油
シ
ョ
ッ
ク
後
の
八
一
年
、
バ
ブ
ル
期
の
八
七
年
〜

九
〇
年
、
銀
行
に
公
的
資
金
が
注
入
さ
れ
た
九
九
年
は
増
資
額
が
配
当
支
払
い
額
を
上
回
っ
て
い
る
。

（
２
）

配
当
の
み
な
ら
ず
自
社
株
買
い
に
よ
る
投
資
家
へ
の
資
金
還
元
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
自
社
株
買
い
が
漸
次
的
に
解
禁
さ
れ

た
の
は
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
（
九
四
年
、
消
却
目
的
の
解
禁
、
九
七
年
オ
プ
シ
ョ
ン
付
与
目
的
の
解
禁
、
二
〇
〇
一

年
金
庫
株
目
的
の
解
禁
＝
自
社
株
買
い
の
全
面
解
禁
）。
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（
３
）

山
一
證
券
（
﹇
一
九
七
七
﹈、
二
五
九
ペ
ー
ジ
）
に
よ
る
と
、
昭
和
二
四
年
度
〜
五
一
年
度
の
二
八
年
間
、
東
証
上
場
会
社
が
関
係
す
る
合

併
件
数
は
六
六
九
件
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
対
等
合
併
は
三
八
三
件
（
五
七
・
二
％
）、
対
等
合
併
で
な
い
も
の
一
四
九
件
（
二
二
・
三
％
）、

合
併
会
社
が
被
合
併
会
社
の
全
株
式
を
持
っ
て
い
た
た
め
資
本
増
加
が
無
い
等
が
一
三
七
件
（
二
〇
・
五
％
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）

残
高
純
増
の
う
ち
年
金
準
備
金
四
五
兆
円
、
保
険
準
備
金
は
マ
イ
ナ
ス
一
一
兆
円
で
あ
る
。
ま
た
評
価
損
益
の
全
額
が
年
金
準
備
金
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
判
断
し
て
、
こ
の
間
に
増
え
た
の
は
個
人
年
金
し
か
も
評
価
損
益
の
発
生
す
る
変
額
年
金
と
考
え
て
間
違

い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

（
５
）

も
っ
と
も
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
以
降
、
州
会
社
法
の
改
正
に
よ
っ
て
安
易
な
Ｔ
Ｏ
Ｂ
が
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
（
森
田
﹇
二
〇
〇
〇
﹈）

や
機
関
投
資
家
の
持
ち
株
が
大
き
く
な
り
簡
単
に
売
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
最
近
で
は
機
関
投
資
家
が
議
決
権
行
使
に
よ
っ
て
ガ
バ

ナ
ン
ス
を
行
使
す
る
よ
う
に
な
っ
た
（
機
関
投
資
家
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
ズ
ム
）
と
さ
れ
る
。

（
６
）

松
尾
﹇
二
〇
〇
五
﹈
を
参
照
。

（
７
）

『
日
経
公
社
債
情
報
』
二
〇
〇
二
年
一
月
二
八
日
。
な
お
、
こ
の
時
の
ロ
ー
ン
売
却
は
「
証
券
化
」
の
手
法
が
多
用
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

（
８
）

都
長
銀
・
地
銀
の
保
有
株
（
金
額
ベ
ー
ス
）
は
平
成
二
年
度
（
一
九
九
〇
年
度
）
一
五
・
七
％
か
ら
一
〇
年
度
（
一
九
九
八
年
度
）
に
は

一
三
・
七
％
へ
二
・
〇
％
の
低
下
に
留
ま
っ
て
い
た
が
、
以
降
、
急
減
、
平
成
一
七
年
度
（
二
〇
〇
五
年
度
）
に
は
四
・
七
％
に
ま
で
低

下
す
る
（『
平
成
一
七
年
度
株
式
分
布
状
況
調
査
』）

（
９
）

「
日
本
銀
行
貸
出
債
権
市
場
取
引
動
向
」
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
ン
売
却
実
績
（
不
良
債
権
、
正
常
債
権
と
も
）
は
、
一
〇
兆
八
千
億
円
（
〇

三
年
度
）、
七
兆
五
千
億
円
（
〇
四
年
度
）、
五
兆
八
千
億
円
（
〇
五
年
度
）、
一
兆
四
千
億
円
（
〇
六
年
度
上
半
期
）
と
な
っ
て
い
る
。

（
10
）

池
尾
﹇
二
〇
〇
六
﹈
は
、
日
本
の
過
去
の
人
為
的
低
金
利
政
策
を
「
金
融
抑
制
」
政
策
（
ヘ
ル
マ
ン
他
﹇
一
九
九
七
﹈）
と
規
定
付
け
、
レ

ン
ト
を
約
束
さ
れ
た
銀
行
が
、
そ
れ
を
刈
り
取
る
た
め
に
貯
蓄
吸
収
の
た
め
の
店
舗
設
置
な
ど
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
に
努
力
を
傾
け
る
一
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方
、
し
か
し
ヘ
ル
マ
ン
た
ち
の
主
張
す
る
よ
う
に
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
バ
リ
ュ
ー
（
レ
ン
ト
の
将
来
収
入
の
現
在
割
引
価
値
）
を
守
る
た
め

に
プ
ル
ー
デ
ン
ス
な
行
動
を
取
ら
ず
、「
開
発
主
義
」
的
暴
走
に
走
っ
た
、
と
指
摘
す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
サ
ン
ク
コ
ス
ト
の
存
在
を

あ
げ
て
い
る
。

（
11
）

川
合
一
郎
﹇
一
九
七
八
﹈
は
、
金
融
資
産
の
累
積
に
よ
っ
て
証
券
市
場
論
の
内
容
が
変
化
し
て
い
る
と
指
摘
し
、
七
〇
年
代
に
入
る
と
、

応
用
経
済
学
と
し
て
の
証
券
市
場
論
は
、
①
ト
ー
ビ
ン
の
（
資
産
選
択
論
）、
②
モ
ジ
リ
ア
ー
ニ
と
ミ
ラ
ー
の
規
範
的
財
務
論
（「
Ｍ
Ｍ
理

論
」）、
③
ロ
バ
ー
ツ
や
オ
ズ
ボ
ー
ン
の
「
効
率
的
市
場
仮
説
」、
④
シ
ャ
ー
プ
の
株
価
形
成
理
論
「
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｍ
」
の
四
つ
か
ら
構
成
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
こ
れ
ら
は
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
て
い
る
市
場
金
融
モ
デ
ル
が
機
能
す
る
た
め
の
理
論
的
支
柱
で
も
あ
る
。
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